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へ いし ゃ せい ひん あ まこ と せつ めい し ょ " 


シトー この 度 は 、 弊 社 製品 を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 庄 に あり が と う ご ざい ます 。 ご 使用 の 前 に 、 こ の 説明 書 | 
ED 説明 書 [計測 必ず お 8 時 みく だ さい : 読 み 終 わっ た 後 は 大 切 に 保管 し て くだ さい : (人 着 の 方 と お 評 みく だ さい 。) | 





- と 一 ー ONu い ーー | が ふ き 90 Y ーー "| ゃ ィ 1 3 My 【 KK 人 NN SA ー 0 0 Wi 6 (ます すう 宮 和 標 \ [次 誠 
保護 者 の 方 へ 必ず お 読み くだ さい この 謀 は 、 弊 社 製品 を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に あり が と う ご ざ 
トー * ヽ ロロ ュー バー * ーー て こ 
2 いま す 。 弊 社 で は 、 よ り 良 い 製品 を お 届け する た め に 、 常 に 研究 ・ 改 良 


@ 小 部 高 が あり ます 。 誤 飲 ・ 窒 人 息 の 危険 が あり ます の で 、 3 才 未 満 の お 子 様 に は 絶対 に 与え な いで くだ さい 。 を お こ な っ て お り ま す 。 そ の た め 、 生 産 ロ ッ ト に より 多少 仕様 が 異な る 
製品 が ご ざい ます が 、 ご 了承 くだ さい 。 品 質 に は 万 全 を 期し て お り ま す 


人 へ 注意 (ちゅ うい ) ] が 、 万 一 お 気づき の 点 が ご ざい まし た ら 下 記 ま で ご 連絡 くだ さい 。 
いて ん ば ん 


@ 回 転 強 を 直接 手 で 勢い よく 回 さ な いで くだ さい 。 〒300- 4193 
@ 製 品 や 付属 品 は 、 使用 邊 的 以外 の 事 に は 使用 し な いで くだ さい 。 さち 自 - 填 * 誠 拉 く 
@ 居 明 袋 は 梱包 材 で す の で 開 持 後 は すぐ に 捨て て くだ さい 。 衣 明代 ※ を 頭 か ら 被 っ た り 顔 を 到 っ た り し な い 次 迷 志士 浦 由 有沢 3647- つ 
で くだ さい 。 区 息 する 恐れ が あり ます 。 ( 株 エポック 社 お 客 様 サー ヒス ヤリ ター 
@ 回 転 中 の 穴 や 、 回 転 想 と 操作 台 の 歯車 の か み 合 合わ せ 部 分 な ど に は 指 な ど を 入れ な いで くだ さい 。 則 6 
は さま れ て ケガ を する 恐れ が あり ます 。 。 1 ト L. 0 ノ 2 0 0 ノ つ / 0 2 
@ 落 みつ けた り 、 . た た いた り 、 落と す な ど 乱 暴 な 取り 扱い まし な いで くだ さい 。 (電話 番号 は 間違い の な いよ う 、 よ く 確か め て か ら お か け 下 さい ) 


[電話 受付 時 間 ] 月 て 金曜 日 (祝日 お よび 上 弊 社 日 を 除く 
@ 洪 だ 後 は 、 床 な ど に 放置 せ ず 、3 子 未 洪 の お 子 様 の 手 の 診 か な いと ころ に 保管 し て くだ さい 。 2 し 








し よう じょう ちゅ うい 発売 元 


使用 上 の 注意 
リブ 社 


@ 破 損 、 故 隊 、 変 形 の 原因 に な り ま す の で 、 本 体 、 お た すけ 通路 パー ツ 、 ゴ ー ル バー ツ な ど に は 無理 な 力 を 加え な いで くだ さい 。 
東京 都 台東 区 駒形 2-2-2 


@ 本 体 を 落と す な どの 強い 衝撃 を 与え た り 、 各 部 に 無理 な 力 を 加え な いで くだ さい 。 
@ 分 解 、 改 造 は 行わ な いで くだ さい 。 

@ 付 司 の ボー ル 以 外 は 絶対 に 使用 し な いで くだ さい 。 上 〇 Fujiko-Pro, Shogakukan, TV-Asahi, Shin-ei, and ADK 
@ 傾 の 無い 平ら な 場所 に 置い て 遊 で くだ さい 。 ⑥2014 EPOCH CO.,LTD. 


高 況 、 多湿 の 場所 や 直 肌 日 光 が 当たる 場所 で の 使用 や 保管 は 行わ な いで くだ さい 。 MADE IN CHINA 
@ 本 体 を 持ち 運び する と き は 、 必 ず 本 体 (操作 台 ) の 下 側 を 持っ て くだ さい 。 





せい ひん 


※ 製 品 と 写真 ・ イラ ス ト は 一 部 異な る 場合 が あ り ま す 。 





な いい よう 


ほん た い 


か い て ん ば ん だ い 


(回 転 帆 ) …1 台 
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落と し 穴 4 


ゴー ル バ パー ツ …1 個 ボー ル …2 個 


ン SS 日 詩 まい 





と きり 】 ロ トー き 31 タ ンジ KS の 、 | 。 つら 
遊ぶ 時 は 、 下 田 の よう に 片方 の 手 で 操作 台 を 折 さ えて か ら 、 パー ニニ ーー ーー 
も う 片 方 の 手 で 、 操 作 レ バー を つま ん で 、 操 作 し て くだ さい 。 故障 破損 な どの 原因 に な る お それ が あり ます 。 


か い て ん ば ん 


回 転 塵 を 直接 手 で 勢い よく 
回 さ な い で くだ さい 。 








あそび か た 

① 組 み 立て た 本 体 を 平ら な 面 の 上 に 填 き 、START の 穴 が 回転 器 SEE 
一 益 上 に な る よう に 、 操 作 レ バー で 回 転 盤 を 回 し ます 。 タイ ム ア タ ッ ク に チャ レン ジ ! 

ポ ボール 1 個 を START の 穴 に 入れ る と 、 ゲ ー ム スタ ー ト で す 。 
@④ 操 作 レ バー を 左右 に 回 し て ボー ル を 転がし 、 迷 路 の 中 を 進ま せま す 。 閉 は 、 何 分 で ゴー ル で きる か な ? 
③ 途 中 に ある 黄色 の 「 開 閉 ゲ ー ト 」 は 、 回 転 器 の 位置 に よっ て 開い た り 5 分 以内 …… 初 級 
閉じ た り し ます の で 、 操 作 レバ ー で 回 転 衣 を 回 し て 、 SH | 
ボー ル が 開閉 ゲー ト を 何 過 で きる よう に 甘え て くだ さい 。 9309 - 分 以内 < 中級 08 
④「 落 と し 穴 」 に 入る と 、 ポ ボー ル が 交 苗 の 外 に 出 て 、 ゲ ー ム オー バー で す 。 ど 分 以内 …… 上 級 
最初 か ら や り 直 し て くだ さい 。 1 分 以内 …… プ ロ 維 ! 


ボー ル が 中 央 に ある 「GOAL パ ー ツ 」 に 入る と ゲー ムク リア で す ! 


難し いと き は ・・・ 


太 [ 落 と し 穴 ] に 何 度 も 落ち て し まう と き は 、 次 の パー ツ を 使用 する と 、 落 ち に くく な り ま す 。 
較 お た すけ 通路 バー ツ 
の 文 「 落 と し 穴 」 に 落ち た ボー ル を 、 こ の 通路 を 通っ て 、 他 の 穴 に 入れ る こと が で きま す 。 


※ た だ し 、 絶 対 に ボー ル が 落ち な く な る わけ で は あり ませ ん 。 
「 お た すけ 適 路 パー ツ 」 が 垂直 の と き な ど は 、 ポ ー ル が 落ち る こと が あり ます の で 、 
操作 レバ ー で 回 転 懇 を 回 し て 、 「 お た すけ 通路 バーツ] の 向き を 変え て くだ さい 。 








ー 取り 付け 方 


①「 お た すけ 通路 パーツ 」 を 取り 付け られ る 場所 は 、 右 の 図 の 4 ケ所 で す 。 
(落と し 穴 の 周り に 、 円 形 の 凸 が ある 部 分 で す ) 


@ 取 り 付け る [落とし穴 」 の 周り に ある 、 円 形 の 凸 の 部 分 に 、 「 お た すけ 通路 ーッ 」 
の “大 きい 部 分 "を く か ぶせ て か ら 、「 お た すけ 通路 バー ツ 」 の "先端 "が 届く 
' 普 通 の 穴 " を 見 つけ て くだ さい 。 


③「 お た すけ 通路 バー ツ 」 を 取り 付け る 位置 が 決ま っ た ら 、" 大 きい 部 分 "と "先端 "を 
し っ か り と 差し 込ん で くだ さい 。 
※ 取 り 付け た 状態 は 、 バッ ケー ジ の 正 商 写 真 を 参考 に し て くだ さい 。 
※ 1 つの [落と し 区 」 か ら 、「 お た すけ 台 路 パーツ 」 の 発端 が 周 く 究 は 1] つ だ け で す 。 | ※「 お た すけ 通路 パーツ 」 を 取り 付け で きる の は 、 





一 度 に 3 ケ所 まで で す 。 





剛 落と し 穴 め / トー ツ 


太 「 落 と し 穴 」 を 完全 に ふさ いで 、 ボ ー ー ル が 落ち な いよ うに で きま す 。 
@ 全 て の 「 落 と し 穴 」 に 取り 付け る こと が で きま す 。 (た だ し 、1 ケ 所 だ け で す ) 
@ 取 り 付 ける と き は 、 奥 まで し っ か り 差 し 込ん で くだ さい 。 





※「 お た すけ 通路 パー ツ 」 と 、 「 落 と し 穴 止め バー ツ 」 を 全部 使っ て も 、 全て の 落と し 穴 を ふさぐ こ と は で きま せん 。 
苦手 な 場所 の 「 落 と し 穴 」 に 使う と 良い で し ょ う 。 


※「 お た すけ 通路 パー ツ 」 と 、 [落とし穴 止め パー ツ 」 は 、 し っ か り と 回 転 可 に 差し 込ん で か ら 、 回 転 朋 を 回 し て くだ さい 。 
差し 込み が 弱い と 、 外 れる こと が あり ます 。 


も っ と 難し いあ そ び か た 友 


A: ボー ル を START の 穴 に 個 入れ て 、 ゲー ム ス タ ー ト 。 
B: ゴー ル か が から ゲー ムズ スタ ー ト し て 、 START に 診 い た ら ゲ ー ム ク リア 。 
※B で は 、 あ る 1 ケ所 に [落と し 穴 止 め パ ー ツ 」 を 使わ な いと ゲー ムク リア で きま せん 。 


に E】 生 光則 還 ヨン 951H 
と いう と き に お 読 と GE 





か い て ん ば ん と けい は ん と けい 


① 図 1 の 位置 に 、 SPEC o ④ そ の まま 回 転 器 を 時 計 回 = 操作 レ / \ 一 を 反 時 計 回 り に 回 す と 、 
「 開閉 ゲー ト ] が 外向 き に 関 いて 、 ポ ボー ル が ゲー ト を 通過 で きま す 。 (図ら 、 図 3) 
]  ※ こ の 他 に も 、 半 過 する 方 法 は あり ます 。 閣 MK 際 





の ED トン ん 、 人 AP リン 
と と 双 228 近 Amdk3 NE M | 四 音 身 の ドラ えも ん と 、 の び 林 が いる 場所 に 入っ た 








、 けど 、 ゴ ー ル パー ツ に 入れ る こと が で き な いと き は 、 
の 3 の) 間 間 「 ド ラ えも ん の 右手 」 の 位置 に ボー ル を 移動 し て 


| た 1 み ま し ょ う 。 和 





SO も に SANYDSUSLCNsSOD SKIA2000CK に AO に CESUDG3 の が の に SMSDO RDNS ICAO5555 ウ ウー Eo ouEDSS の TEA ADAMS と いな MOZSCSAAE2 ペン 


ん 才 の 「 半 革 ゲ ー ト 」 の 和沙 は 、 和 を 間 し た と き の 「 計 ゲ ー ト 」 の 衣 き 訪 和 じ 太 を く 見 て 、 
考え て み ま し よう 。 


7 に 7 ん 7 リ 請 記 


安全 機構 に つい て 


操作 台 の 歯車 は 次 の よう な 時 に 、 安 全 の た め 、 手 前 に 外れ る よう に 
な っ つて も ます:。 
@ 回 転 中 の 歯車 部 分 と 、 操 作 台 の 歯車 の 噛み 合わ せ 部 分 に 
垣 な ど を は さん だ こき 。 
@ 操 作 レバ ー を 、 以 芝 以 上 に 速く 回 し た と き 。 
操作 台 の 歯車 が 外れ た と き は 、 右 図 の よう に 回 転 叱 と 操作 台 の 
歯 凍 の 位置 を 含 わせ て か ら 奥 に 押し 込ん で 、 回 転 盤 の 歯 還 と 
喧 み 合わ せ て くだ さい 。 


回 転 可 の 中 央 に ある 、 四 角 い 穴 に 、 本 体 (回 転 中 ) の 後ろ に ある 支柱 の 先端 を 、 
ゴー ル パ ー ツ を 奥 ま で 差し 込ん で くだ さい 。 本 体 (操作 台 ) の 四角 い 穴 に 、 下 図 の よう に 
START の 究 奥 ま で 差し 込ん で くだ さい 。 
※ ゴ ー ル パー ツ を 差し 込む 穴 は 、 文 この と き 、 回 転 雌 の 歯車 部 分 と 、 
START の 穴 を 右上 に し た と き 、 操作 台 の 歯車 が 噛み 合う よう に し て くだ さい 。 
回 朋 の 申 心 の 消し 下 に あり ます 。 3 ま Mry に 
※ 画 講 が 正しく 隊 み 合わ な いと 、 
支柱 を 操作 台 の 奥 ま で 差し 込め ませ ん 。 
ここ に ある 四角 い 究 に 、 9 9 
ゴー ル バ ー ツ を 
差し 込み ます 。 


歯車 が 噛み 合っ た ら 、 操 作 レバ ー を 左右 に 回 し て 、 
回 転 盤 が 一 緒 に 回 る こと を 確認 し て くだ さい 。 
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そう ざさ だ い は ぐる ま 


探 作 台 の 歯車 


WW 


ーー ニー 0 な 


g 語 和 9 


か ん りょう 


文 これ で 準備 完了 で す ! 





